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栃
木
県
知
事
表
彰

障
害
自
立
更
生
者

障
害
者
支
援
功
労
者

　私たちは、ふるさと「とちぎ」で暮らす全
ての人々が、一人ひとり自立し、お互いに支
え合い、助け合いながら、安心して、また、
誇りを持って住み続けることのできる地域社
会づくりを目指し、
　「子どもを健やかに生み育てる環境づくり
の推進」、「人と地域の輪を広げ、ひとり親家
庭への自立支援の推進」、「高齢者の健康と生
きがいづくりの推進」、「障害者の自立支援と
社会参加の促進」、「共同募金やボランティア
などの民間福祉活動への参加と協力の推進」
に積極的に取り組みます。
　そして、ここに集う私たちをはじめ、本県
の福祉関係者が一致協力して、県民の福祉に
対する認識と理解を一層深め、ともに生きる
豊かな福祉社会の実現に努めることを宣言し
ます。

栃
木
県
身
体
障
害
者

団
体
連
絡
協
議
会
会
長
表
彰

第29回　
県
の
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
福
祉
関
係

者
を
表
彰
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
、
も
っ
て
、
参
加
者

が
自
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
よ
り
高
め
る
機
会
と
す
る

た
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
式
典
の
み
の
開
催

と
な
り
、
福
田
富
一
知
事
挨
拶
の
後
、
各
部
門
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

栃
木
県
民
福
祉
の
つ
ど
い

令
和
５
年
８
月
29
日

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ 
多
目
的
ホ
ー
ル

　
以
上
、
障
害
者
関
係
受
賞
者
18
名
の

皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

県 民 福 祉 宣 言

山
　
川
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岡
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田
　
加
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田
名
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弘

自
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宇
都
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足

利
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く
ら
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大
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更
生
援
護
功
労
者

落
　
合
　
　
　
明

坂
　
本
　
邦
　
雄

津
布
楽
　
晴
　
夫

関
　
口
　
稔
　
之

福
　
田
　
喜
久
一

鈴
　
木
　
弘
　
義

菊
　
地
　
幸
　
雄

直
　
井
　
一
　
男

増
　
田
　
國
　
久

（
敬
称
略
）

宇
都
宮
市

栃

木

市

栃

木

市

佐

野

市

真

岡

市

那
須
塩
原
市

下

野

市

市

貝

町

壬

生

町

この機関紙は
赤い羽根共同募金配分金
により発行しています

障害者の自立と文化活動への参加を促進するととも
に、交流を通じ、県民の間に広く障害者の福祉につ
いての関心と理解を深めることを目的に開催されて
います。コロナ禍による規模縮小が続きましたが、
本年は従前に近い形で開催されることになりました。
お誘いあわせのうえ是非ご来場ください。

栃木県障害者文化祭 カルフルとちぎ2023

身体障害者手帳では割引とならないＪＲ線の特急券
など、「片道・往復・連続」で201㎞以上ご利用の場合
に割引となるミドルからシニアの方を対象とした購
入割引制度です。
ただし、新幹線の「のぞみ」や「みずほ」などの切符や
割引にならない期間があります。

令和３年に障害者差別解消法が改正され、令和６年
４月１日から施行されます。

「障害者差別解消法」では、行政機関や事業者に対
し、障害のある人への障害を理由とする「不当な差
別的取扱い」を禁止し、障害のある人から申出が
あった場合に「合理的配慮の提供」を求めることな
どを通じて、「共生社会」を実現することを目指し
ています。
このたびの改正により、今までは努力義務であった
事業者による障害のある人への合理的配慮の提供が
義務化されました。

不当な差別的取扱い

　障害のある人に対して、正当な理由なく、障害を
理由として、サービスの提供を拒否することや、
サービスの提供に当たって場所や時間帯を制限する
こと、障害のない人には付けない条件を付けること
などは禁止されています。

障害者

　本法における「障害者」とは、障害者手帳を持っ
ている人のことだけではありません。障害や社会の
中にあるバリアによって、日常生活や社会生活に相
当な制限を受けている人全てが対象です。

事業者

　本法における「事業者」とは、商業その他の事業を
行う企業や団体、店舗であり、目的の営利・非営利、
個人・法人の別を問わず、同じサービスを反復継続す
る意思をもって行うものとなります。個人事業主やボ
ランティア活動をするグループなども「事業者」に入
ります。

－内閣府リーフレットから抜粋－

共同募金は、昭和22年に市民が主体の民間運動とし
て始まり、戦後復興の一助として、被災した福祉施
設を中心に支援が行われました。その後、現在の社会
福祉法に基づき、地域福祉の推進のために活用され、
今年で77回目になります。

問栃木県身体障害者福祉会連合会
〒320-8508 宇都宮市若草1-10-6

（TEL）028-624-8408（FAX）028-624-8418
Email:toti-sin@juno.ocn.ne.jp
<休業日/日曜日･月曜日･祝日>

加入資格 身体障害者手帳をお持ちの方
男性60歳以上、女性55歳以上

年 会 費

初回３回使用までは２割引
４回目以降は３割引になります。
入会申込書と身体障害者手帳のコピーは郵
送、年会費は銀行振込でお願いしています。
詳細はお問い合わせください。

１，４００円

更新申込

継続の方は引き続き３割引
お手続きは年会費のお振込のみで完了です。
住所や電話番号が変更の場合はご連絡くだ
さい。

新規申込

改正障害者差別解消法

ＪＲジパング倶楽部特別会員

令和５年10月 1日から
令和６年 3月 31日まで
赤い羽根共同募金運動が展開されます

令和５年11月３日（金曜日・祝日）

午前10時～午後３時

とちぎ福祉プラザ、わかくさアリーナ

宇都宮市若草1-10-6

● 絵画の展示

● 合唱の発表

● 手工芸品などの製作品販売

● パン・焼き菓子などの販売

● 福祉車両の展示

● 障害者スポーツの体験

● 点字の体験　など

日  時

場  所

や

ま

か

わ

か

や

ま

お

か

べ

か

わ

だ

た

な

あ

み

　
　
　
の
ぼ
る

き

み

え

よ

ね

こ

か

よ

こ

　
　
　
ひ
ろ
し 

お

ち

あ

い

さ

か

も

と

つ

ぶ

ら

せ

き

ぐ

ち

ふ

く

だ

す

ず

き

き

く

ち

な

お

い

ま

し

だ

　
　
　
あ
き
ら

く

に

お 

は

る

お

と

し

ゆ

き

き

く

い

ち

ひ

ろ

よ

し

ゆ

き

お

か

ず

お

く

に

ひ

さ

お

お

し

ま

ふ

じ

の

つ

つ

い

や

ま

ぐ

ち

ひ

で

こ

く

に

ひ

こ

も

と

え

し

ず

こ

栃身連  第151号  令和5（2023）年10月20日栃身連  第151号  令和5（2023）年10月20日

1 4



特別全国障害者スポーツ大会
燃ゆる感動 かごしま大会 2023

令和５年 10/28 ㈯～ 30㈪
開会式／閉会式

白波スタジアム（鹿児島県立鴨池陸上競技場）

№ 所属または居住地 氏　名 障害 参加競技

１ 就労継続支援 B型
あすラボ 橋

ハ シ モ ト

本 杏
ア ン ナ

菜 肢体 陸上競技

２ 真岡市 吉
ヨ シ ダ

田 哲
テ ツ ロ ウ

朗 肢体 陸上競技

３ 矢板公民館 関
セキ

　 智
ト モ ヒ ロ

博 肢体 陸上競技

４ 老人保健施設白楽園 橘
タチバナ

　 俊
ト シ ヤ

也 肢体 陸上競技

５ （特非）障がい者の
一人暮らしを考える会 川

カ ワ マ タ

俣 禎
ト モ ヤ ス

康 肢体 陸上競技

６ こてやま鍼灸整骨
マッサージ院 加

カ ジ サ

治佐　博
ヒロ

　昭
アキ

視覚 陸上競技

７ 栃木県立聾学校 山
ヤ マ グ チ

口 璃
リ ユ

癒 聴覚 陸上競技

８ 栃木県立聾学校 石
イ シ イ

井 隼
シ ュ ン ト

人 聴覚 陸上競技

９ 栃木県立聾学校 大
オ オ ヤ マ

山 陽
ハ ル キ

輝 聴覚 陸上競技

10 小山市 伊
イ ザ ワ

沢 久
ヒ サ オ

雄 聴覚 陸上競技

11 日光市役所 吉
ヨ シ ハ ラ

原 未
ミ キ

来 肢体 水泳

12 中村土建㈱ 飯
イ イ ハ マ

浜 嘉
ヨ シ テ ル

光 肢体 水泳

13 作新学院高等学校 佐
サ ト ウ

藤 汰
タ イ チ

一 肢体 水泳

14 キヤノンメディカルシス
テムズ㈱ 喜

キ イ

井 　 寛
ヒロシ

聴覚 水泳

№ 所属または居住地 氏　名 障害 参加競技

15 栃木市 野
ノ ザ ワ

澤 信
ノ ブ ヒ ロ

弘
肢体・
聴覚 アーチェリー

16 栃木県立
佐野東高等学校 青

ア オ キ

木 國
ク ニ ジ  

司 肢体 アーチェリー

17 宇都宮市 齋
サ イ ト ウ

藤 容
ヨ ウ コ  

子 肢体 卓球

18 市貝町 小
コ ボ リ

堀 謙
ケ ン ス ケ

介 肢体 卓球

19 国際空手道連盟
極真会館栃木県北支部 薄

ウ ス イ

井 弘
ヒ ロ ユ キ

幸 肢体 卓球

20 さくら市
社会福祉協議会 松

マ ツ オ カ

岡 一
カ ズ ノ リ

徳 肢体 卓球

21 とちぎライトセンター 櫻
サ ク ラ イ

井 亜
ア サ ト

叶 視覚 卓球（ＳＴＴ）

22 栃木県立聾学校 町
マ チ イ

井 大
ヒ ロ ト

隼 聴覚 卓球

23 ㈱グンリック
太田営業所 藤

フ ジ ヌ マ

沼 貴
タ カ ヒ ロ

大 聴覚 卓球

24 宇都宮市 古
コ グ チ

口 正
マ サ フ ミ

文 肢体 フライングディスク

25 市貝町 矢
ヤ

　口
グチ

　キ
キ ヨ コ

ヨ子 肢体 フライングディスク

26 鹿沼市 石
イ シ カ ワ

川 元
モ ト ナ カ

胤 聴覚 フライングディスク

27 栃木県立
のざわ特別支援学校 伊

イ ト ウ

藤 和
カ ズ フ ミ

史 肢体 ボッチャ

28 栃木県立
のざわ特別支援学校 村

ムラ

　上
カミ

　義
ヨシノスケ

之介 肢体 ボッチャ

『
我
が
国
は
な
ぜ
災
害
が
多
い
の
か
』

　
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
、
地
球
の
自
転
軸

の
傾
き
で
出
来
る
四
季
に
よ
り
、
降
雨

（
雪
）
が
集
中
す
る
。
ま
た
、
短
い
急
峻

な
河
川
が
多
く
、
平
時
と
増
水
時
の
水
量

の
差
が
大
き
く
、
洪
水
危
険
地
域
内
に
存

在
す
る
人
口
と
資
産
が
非
常
に
多
い
こ
と

が
気
象
災
害
の
多
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
日
本
周
辺
で
は
複
数
の
プ
レ
ー

ト
に
よ
っ
て
複
雑
な
力
が
か
か
っ
て
お
り

世
界
で
も
有
数
の
地
震
多
発
地
帯
と
な
っ

て
い
る
。

『
防
災
対
策
は
基
本
が
大
事
』

　
実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
に
、
出
来
る

だ
け
被
害
を
少
な
く
す
る
に
は
、
事
前
に

防
災
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
。

●
自
助
／
自
分
（
家
族
）
の
命
は
自
分

（
家
族
）
で
守
る

●
共
助
／
自
分
達
（
地
域
・
組
織
・
グ

ル
ー
プ
）
は
自
分
達
（
地
域
・
組
織
・

グ
ル
ー
プ
）
で
守
る

●
公
助
／
行
政
機
関
等
（
消
防
・
警
察
・

自
衛
隊
な
ど
）
が
守
る

◆
講
　
演

　「
防
災
の
意
識
向
上
と
災
害
へ
の
備
え
」

◆
講
　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
防
災
士
会

　
　
　
　
理
事
長
　
稲
　
葉
　
　
茂
　
氏

　
大
規
模
災
害
時
に
は
公
助
の
限
界
が
あ

る
。
迅
速
に
支
援
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
こ
と
、
行
政
自
身
が
被
災
し
て
機
能
が

麻
痺
す
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
当
座
の
生
活
に
困
ら
な
い
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、
一
週
間
程
度
の
水

や
食
料
等
の
備
蓄
を
し
て
お
く
こ
と
を
お

お
奨
め
す
る
。

『
自
宅
の
耐
震
性
が
生
死
を
分
け
る
』

　
地
震
時
に
お
け
る
け
が
の
最
大
の
原
因

は
家
具
類
の
転
倒
と
落
下
に
あ
る
。

　
「
動
く
」
「
倒
れ
る
」
「
落
ち
る
」
「
飛

ぶ
」
「
割
れ
る
」
な
ど
へ
の
対
策
。
棚
を
固

定
し
た
り
、
滑
り
止
め
シ
ー
ト
を
敷
い
た

り
、
自
身
で
の
防
止
対
策
が
備
え
に
な
る
。

　
最
後
に
、
新
聞
紙
を
折
り
た
た
ん
で
作

る
ス
リ
ッ
パ
と
ゴ
ミ
ポ
リ
袋
を
カ
ッ
ト
し

て
雨
具
に
す
る
作
り
方
を
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度  

栃
身
連
研
修
会

　
身
体
障
害
者
相
談
員
が
、
地
域
で
生
活

し
て
い
る
身
体
障
害
者
の
良
き
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
、
質
の
高
い
相
談
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
障
害
者
を
取
り
巻

く
制
度
や
施
策
等
を
学
習
し
、
相
談
支
援

に
必
要
な
知
識
や
相
談
対
応
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
公
益
社
団
法
人
群
馬
県
身

体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
が
主
管
と
な

り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
録
画
配
信
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
障
害
者
の
総
数
は
推
計
約
１
１
６
０
万

人
に
増
加
、
人
口
の
約
９
・
２
％
に
相
当

す
る
。
そ
の
内
、
在
宅
の
身
体
障
害
者
の

割
合
は
98
・
３
％
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

関
係
の
予
算
額
は
こ
の
15
年
間
で
３
倍
以

上
に
増
加
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
の
補

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
録
画
配
信

◆
講
　
演

　「
補
装
具
費
支
給
制
度
等
の
動
向
に
つ
い
て
」

◆
講
　
師

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福

　
祉
部
企
画
課
自
立
支
援
振
興
室
福
祉
用
具

　
支
給
調
整
官
／
障
害
者
支
援
機
器
係
長

　
　
　
　
　
　   

　
田
　
中
　
　
匡
　
先
生

装
具
費
は
１
５
６
億
円
の
予
算
額
を
計
上

し
て
い
る
。

　
「
補
装
具
」
は
、
使
う
人
に
合
わ
せ
て

製
作
・
調
整
す
る
も
の
で
、
商
品
と
し
て

出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
は
「
日
常
生
活

用
具
」
と
な
る
。

　
補
装
具
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
を
送

る
上
で
必
要
な
移
動
等
の
確
保
、
就
労
場

面
に
お
け
る
能
率
の
向
上
等
を
目
的
に
給

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
補
装
具
に
は
次
の
17
種
目
が
あ
る
。

義
肢
、
装
具
、
座
位
保
持
装
置
、
座

位
保
持
椅
子
、
起
立
保
持
具
、
頭
部

保
持
具
、
排
便
補
助
具
、
視
覚
障
害

者
安
全
つ
え
、
義
眼
、
眼
鏡
、
補
聴

器
、
人
口
内
耳
（
修
理
の
み
）
、
車

椅
子
、
電
動
車
椅
子
、
歩
行
器
、
歩

行
補
助
つ
え
（
Ｔ
字
状
・
棒
状
の
も

の
を
除
く
）
、
重
障
害
者
用
意
思
伝

達
装
置

【
補
装
具
の
支
給
申
請
方
法
】

　
障
害
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
が
各
市

町
村
の
障
害
保
健
課
の
窓
口
に
申
請
し
、

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
等
の
判
定
又
は

意
見
に
基
づ
く
市
町
村
長
の
決
定
に
よ

り
、
補
装
具
の
購
入
又
は
修
理
に
要
し
た

費
用
の
額
（
基
準
額
）
か
ら
利
用
者
負
担

額
を
除
し
た
額
（
補
装
具
費
）
の
支
給
を

受
け
る
。
利
用
者
負
担
は
、
原
則
１
割
で

あ
る
が
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
負
担
の
上

限
額
を
設
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

令
和
５
年
９
月
27
日

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

令
和
５
年
９
月
１
日

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　障害のある選手が競技等を通じ、スポー
ツの楽しさを体験するとともに、国民の障
害に対する理解を深め、障害者の社会参加
の推進に寄与することを目的に開催する、
障害者スポーツの祭典です。
　令和２年に第20回大会を開催する予定で
あった鹿児島県では、新型コロナウイルス
感染症の影響により延期となり、後催県と
の調整協力により、令和５年に特別大会と
して開催されることになりました。
　個人７競技、団体７競技の正式競技のほ
か、３競技がオープン競技として実施され
ます。
　大会は３日間の会期で開催され、栃木県
では、身体・知的・精神の選手59名、役員
55名、計114名の選手団が派遣されます。
その内、28名の身体障害者の選手は下記の
とおりです。
　この大会が最高の思い出となりますよう
健闘を祈ります。

栃木県派遣選手（身体障害者）
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特別全国障害者スポーツ大会
燃ゆる感動 かごしま大会 2023

令和５年 10/28 ㈯～ 30㈪
開会式／閉会式

白波スタジアム（鹿児島県立鴨池陸上競技場）

№ 所属または居住地 氏　名 障害 参加競技

１ 就労継続支援 B型
あすラボ 橋

ハ シ モ ト

本 杏
ア ン ナ

菜 肢体 陸上競技

２ 真岡市 吉
ヨ シ ダ

田 哲
テ ツ ロ ウ

朗 肢体 陸上競技

３ 矢板公民館 関
セキ

　 智
ト モ ヒ ロ

博 肢体 陸上競技

４ 老人保健施設白楽園 橘
タチバナ

　 俊
ト シ ヤ

也 肢体 陸上競技

５ （特非）障がい者の
一人暮らしを考える会 川

カ ワ マ タ

俣 禎
ト モ ヤ ス

康 肢体 陸上競技

６ こてやま鍼灸整骨
マッサージ院 加

カ ジ サ

治佐　博
ヒロ

　昭
アキ

視覚 陸上競技

７ 栃木県立聾学校 山
ヤ マ グ チ

口 璃
リ ユ

癒 聴覚 陸上競技

８ 栃木県立聾学校 石
イ シ イ

井 隼
シ ュ ン ト

人 聴覚 陸上競技

９ 栃木県立聾学校 大
オ オ ヤ マ

山 陽
ハ ル キ

輝 聴覚 陸上競技

10 小山市 伊
イ ザ ワ

沢 久
ヒ サ オ

雄 聴覚 陸上競技

11 日光市役所 吉
ヨ シ ハ ラ

原 未
ミ キ

来 肢体 水泳

12 中村土建㈱ 飯
イ イ ハ マ

浜 嘉
ヨ シ テ ル

光 肢体 水泳

13 作新学院高等学校 佐
サ ト ウ

藤 汰
タ イ チ

一 肢体 水泳

14 キヤノンメディカルシス
テムズ㈱ 喜

キ イ

井 　 寛
ヒロシ

聴覚 水泳

№ 所属または居住地 氏　名 障害 参加競技

15 栃木市 野
ノ ザ ワ

澤 信
ノ ブ ヒ ロ

弘
肢体・
聴覚 アーチェリー

16 栃木県立
佐野東高等学校 青

ア オ キ

木 國
ク ニ ジ  

司 肢体 アーチェリー

17 宇都宮市 齋
サ イ ト ウ

藤 容
ヨ ウ コ  

子 肢体 卓球

18 市貝町 小
コ ボ リ

堀 謙
ケ ン ス ケ

介 肢体 卓球

19 国際空手道連盟
極真会館栃木県北支部 薄

ウ ス イ

井 弘
ヒ ロ ユ キ

幸 肢体 卓球

20 さくら市
社会福祉協議会 松

マ ツ オ カ

岡 一
カ ズ ノ リ

徳 肢体 卓球

21 とちぎライトセンター 櫻
サ ク ラ イ

井 亜
ア サ ト

叶 視覚 卓球（ＳＴＴ）

22 栃木県立聾学校 町
マ チ イ

井 大
ヒ ロ ト

隼 聴覚 卓球

23 ㈱グンリック
太田営業所 藤

フ ジ ヌ マ

沼 貴
タ カ ヒ ロ

大 聴覚 卓球

24 宇都宮市 古
コ グ チ

口 正
マ サ フ ミ

文 肢体 フライングディスク

25 市貝町 矢
ヤ

　口
グチ

　キ
キ ヨ コ

ヨ子 肢体 フライングディスク

26 鹿沼市 石
イ シ カ ワ

川 元
モ ト ナ カ

胤 聴覚 フライングディスク

27 栃木県立
のざわ特別支援学校 伊

イ ト ウ

藤 和
カ ズ フ ミ

史 肢体 ボッチャ

28 栃木県立
のざわ特別支援学校 村

ムラ

　上
カミ

　義
ヨシノスケ

之介 肢体 ボッチャ

『
我
が
国
は
な
ぜ
災
害
が
多
い
の
か
』

　
日
本
は
海
に
囲
ま
れ
、
地
球
の
自
転
軸

の
傾
き
で
出
来
る
四
季
に
よ
り
、
降
雨

（
雪
）
が
集
中
す
る
。
ま
た
、
短
い
急
峻

な
河
川
が
多
く
、
平
時
と
増
水
時
の
水
量

の
差
が
大
き
く
、
洪
水
危
険
地
域
内
に
存

在
す
る
人
口
と
資
産
が
非
常
に
多
い
こ
と

が
気
象
災
害
の
多
さ
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
日
本
周
辺
で
は
複
数
の
プ
レ
ー

ト
に
よ
っ
て
複
雑
な
力
が
か
か
っ
て
お
り

世
界
で
も
有
数
の
地
震
多
発
地
帯
と
な
っ

て
い
る
。

『
防
災
対
策
は
基
本
が
大
事
』

　
実
際
に
災
害
が
起
き
た
時
に
、
出
来
る

だ
け
被
害
を
少
な
く
す
る
に
は
、
事
前
に

防
災
対
策
を
立
て
る
こ
と
が
重
要
。

●
自
助
／
自
分
（
家
族
）
の
命
は
自
分

（
家
族
）
で
守
る

●
共
助
／
自
分
達
（
地
域
・
組
織
・
グ

ル
ー
プ
）
は
自
分
達
（
地
域
・
組
織
・

グ
ル
ー
プ
）
で
守
る

●
公
助
／
行
政
機
関
等
（
消
防
・
警
察
・

自
衛
隊
な
ど
）
が
守
る

◆
講
　
演

　「
防
災
の
意
識
向
上
と
災
害
へ
の
備
え
」

◆
講
　
師

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
栃
木
県
防
災
士
会

　
　
　
　
理
事
長
　
稲
　
葉
　
　
茂
　
氏

　
大
規
模
災
害
時
に
は
公
助
の
限
界
が
あ

る
。
迅
速
に
支
援
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
こ
と
、
行
政
自
身
が
被
災
し
て
機
能
が

麻
痺
す
る
よ
う
な
場
合
も
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
当
座
の
生
活
に
困
ら
な
い
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
で
、
一
週
間
程
度
の
水

や
食
料
等
の
備
蓄
を
し
て
お
く
こ
と
を
お

お
奨
め
す
る
。

『
自
宅
の
耐
震
性
が
生
死
を
分
け
る
』

　
地
震
時
に
お
け
る
け
が
の
最
大
の
原
因

は
家
具
類
の
転
倒
と
落
下
に
あ
る
。

　
「
動
く
」
「
倒
れ
る
」
「
落
ち
る
」
「
飛

ぶ
」
「
割
れ
る
」
な
ど
へ
の
対
策
。
棚
を
固

定
し
た
り
、
滑
り
止
め
シ
ー
ト
を
敷
い
た

り
、
自
身
で
の
防
止
対
策
が
備
え
に
な
る
。

　
最
後
に
、
新
聞
紙
を
折
り
た
た
ん
で
作

る
ス
リ
ッ
パ
と
ゴ
ミ
ポ
リ
袋
を
カ
ッ
ト
し

て
雨
具
に
す
る
作
り
方
を
ご
指
導
い
た
だ

き
ま
し
た
。

令
和
５
年
度  

栃
身
連
研
修
会

　
身
体
障
害
者
相
談
員
が
、
地
域
で
生
活

し
て
い
る
身
体
障
害
者
の
良
き
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
、
質
の
高
い
相
談
支
援
活
動

を
行
っ
て
い
く
た
め
、
障
害
者
を
取
り
巻

く
制
度
や
施
策
等
を
学
習
し
、
相
談
支
援

に
必
要
な
知
識
や
相
談
対
応
能
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
公
益
社
団
法
人
群
馬
県
身

体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
が
主
管
と
な

り
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
録
画
配
信
に
よ
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
障
害
者
の
総
数
は
推
計
約
１
１
６
０
万

人
に
増
加
、
人
口
の
約
９
・
２
％
に
相
当

す
る
。
そ
の
内
、
在
宅
の
身
体
障
害
者
の

割
合
は
98
・
３
％
。
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

関
係
の
予
算
額
は
こ
の
15
年
間
で
３
倍
以

上
に
増
加
し
て
お
り
、
令
和
５
年
度
の
補

Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
録
画
配
信

◆
講
　
演

　「
補
装
具
費
支
給
制
度
等
の
動
向
に
つ
い
て
」

◆
講
　
師

　
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
障
害
保
健
福

　
祉
部
企
画
課
自
立
支
援
振
興
室
福
祉
用
具

　
支
給
調
整
官
／
障
害
者
支
援
機
器
係
長

　
　
　
　
　
　   

　
田
　
中
　
　
匡
　
先
生

装
具
費
は
１
５
６
億
円
の
予
算
額
を
計
上

し
て
い
る
。

　
「
補
装
具
」
は
、
使
う
人
に
合
わ
せ
て

製
作
・
調
整
す
る
も
の
で
、
商
品
と
し
て

出
来
上
が
っ
て
い
る
も
の
は
「
日
常
生
活

用
具
」
と
な
る
。

　
補
装
具
は
、
障
害
者
総
合
支
援
法
に
お

い
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、
日
常
生
活
を
送

る
上
で
必
要
な
移
動
等
の
確
保
、
就
労
場

面
に
お
け
る
能
率
の
向
上
等
を
目
的
に
給

付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
補
装
具
に
は
次
の
17
種
目
が
あ
る
。

義
肢
、
装
具
、
座
位
保
持
装
置
、
座

位
保
持
椅
子
、
起
立
保
持
具
、
頭
部

保
持
具
、
排
便
補
助
具
、
視
覚
障
害

者
安
全
つ
え
、
義
眼
、
眼
鏡
、
補
聴

器
、
人
口
内
耳
（
修
理
の
み
）
、
車

椅
子
、
電
動
車
椅
子
、
歩
行
器
、
歩

行
補
助
つ
え
（
Ｔ
字
状
・
棒
状
の
も

の
を
除
く
）
、
重
障
害
者
用
意
思
伝

達
装
置

【
補
装
具
の
支
給
申
請
方
法
】

　
障
害
者
又
は
障
害
児
の
保
護
者
が
各
市

町
村
の
障
害
保
健
課
の
窓
口
に
申
請
し
、

身
体
障
害
者
更
生
相
談
所
等
の
判
定
又
は

意
見
に
基
づ
く
市
町
村
長
の
決
定
に
よ

り
、
補
装
具
の
購
入
又
は
修
理
に
要
し
た

費
用
の
額
（
基
準
額
）
か
ら
利
用
者
負
担

額
を
除
し
た
額
（
補
装
具
費
）
の
支
給
を

受
け
る
。
利
用
者
負
担
は
、
原
則
１
割
で

あ
る
が
、
世
帯
の
所
得
に
応
じ
負
担
の
上

限
額
を
設
定
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度

関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

身
体
障
害
者
相
談
員
研
修
会

令
和
５
年
９
月
27
日

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル

令
和
５
年
９
月
１
日

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　障害のある選手が競技等を通じ、スポー
ツの楽しさを体験するとともに、国民の障
害に対する理解を深め、障害者の社会参加
の推進に寄与することを目的に開催する、
障害者スポーツの祭典です。
　令和２年に第20回大会を開催する予定で
あった鹿児島県では、新型コロナウイルス
感染症の影響により延期となり、後催県と
の調整協力により、令和５年に特別大会と
して開催されることになりました。
　個人７競技、団体７競技の正式競技のほ
か、３競技がオープン競技として実施され
ます。
　大会は３日間の会期で開催され、栃木県
では、身体・知的・精神の選手59名、役員
55名、計114名の選手団が派遣されます。
その内、28名の身体障害者の選手は下記の
とおりです。
　この大会が最高の思い出となりますよう
健闘を祈ります。

栃木県派遣選手（身体障害者）
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栃
木
県
知
事
表
彰

障
害
自
立
更
生
者

障
害
者
支
援
功
労
者

　私たちは、ふるさと「とちぎ」で暮らす全
ての人々が、一人ひとり自立し、お互いに支
え合い、助け合いながら、安心して、また、
誇りを持って住み続けることのできる地域社
会づくりを目指し、
　「子どもを健やかに生み育てる環境づくり
の推進」、「人と地域の輪を広げ、ひとり親家
庭への自立支援の推進」、「高齢者の健康と生
きがいづくりの推進」、「障害者の自立支援と
社会参加の促進」、「共同募金やボランティア
などの民間福祉活動への参加と協力の推進」
に積極的に取り組みます。
　そして、ここに集う私たちをはじめ、本県
の福祉関係者が一致協力して、県民の福祉に
対する認識と理解を一層深め、ともに生きる
豊かな福祉社会の実現に努めることを宣言し
ます。
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第29回　
県
の
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、
感
謝
の
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表
し
、
も
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て
、
参
加
者

が
自
ら
の
活
動
へ
の
意
欲
を
よ
り
高
め
る
機
会
と
す
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た
め
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
も
式
典
の
み
の
開
催

と
な
り
、
福
田
富
一
知
事
挨
拶
の
後
、
各
部
門
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
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者
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名
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皆
様
、
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と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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この機関紙は
赤い羽根共同募金配分金
により発行しています

障害者の自立と文化活動への参加を促進するととも
に、交流を通じ、県民の間に広く障害者の福祉につ
いての関心と理解を深めることを目的に開催されて
います。コロナ禍による規模縮小が続きましたが、
本年は従前に近い形で開催されることになりました。
お誘いあわせのうえ是非ご来場ください。

栃木県障害者文化祭 カルフルとちぎ2023

身体障害者手帳では割引とならないＪＲ線の特急券
など、「片道・往復・連続」で201㎞以上ご利用の場合
に割引となるミドルからシニアの方を対象とした購
入割引制度です。
ただし、新幹線の「のぞみ」や「みずほ」などの切符や
割引にならない期間があります。

令和３年に障害者差別解消法が改正され、令和６年
４月１日から施行されます。

「障害者差別解消法」では、行政機関や事業者に対
し、障害のある人への障害を理由とする「不当な差
別的取扱い」を禁止し、障害のある人から申出が
あった場合に「合理的配慮の提供」を求めることな
どを通じて、「共生社会」を実現することを目指し
ています。
このたびの改正により、今までは努力義務であった
事業者による障害のある人への合理的配慮の提供が
義務化されました。

不当な差別的取扱い

　障害のある人に対して、正当な理由なく、障害を
理由として、サービスの提供を拒否することや、
サービスの提供に当たって場所や時間帯を制限する
こと、障害のない人には付けない条件を付けること
などは禁止されています。

障害者

　本法における「障害者」とは、障害者手帳を持っ
ている人のことだけではありません。障害や社会の
中にあるバリアによって、日常生活や社会生活に相
当な制限を受けている人全てが対象です。

事業者

　本法における「事業者」とは、商業その他の事業を
行う企業や団体、店舗であり、目的の営利・非営利、
個人・法人の別を問わず、同じサービスを反復継続す
る意思をもって行うものとなります。個人事業主やボ
ランティア活動をするグループなども「事業者」に入
ります。

－内閣府リーフレットから抜粋－

共同募金は、昭和22年に市民が主体の民間運動とし
て始まり、戦後復興の一助として、被災した福祉施
設を中心に支援が行われました。その後、現在の社会
福祉法に基づき、地域福祉の推進のために活用され、
今年で77回目になります。

問栃木県身体障害者福祉会連合会
〒320-8508 宇都宮市若草1-10-6

（TEL）028-624-8408（FAX）028-624-8418
Email:toti-sin@juno.ocn.ne.jp
<休業日/日曜日･月曜日･祝日>

加入資格 身体障害者手帳をお持ちの方
男性60歳以上、女性55歳以上

年 会 費

初回３回使用までは２割引
４回目以降は３割引になります。
入会申込書と身体障害者手帳のコピーは郵
送、年会費は銀行振込でお願いしています。
詳細はお問い合わせください。

１，４００円

更新申込

継続の方は引き続き３割引
お手続きは年会費のお振込のみで完了です。
住所や電話番号が変更の場合はご連絡くだ
さい。

新規申込

改正障害者差別解消法

ＪＲジパング倶楽部特別会員

令和５年10月 1日から
令和６年 3月 31日まで
赤い羽根共同募金運動が展開されます

令和５年11月３日（金曜日・祝日）

午前10時～午後３時

とちぎ福祉プラザ、わかくさアリーナ

宇都宮市若草1-10-6

● 絵画の展示

● 合唱の発表

● 手工芸品などの製作品販売

● パン・焼き菓子などの販売

● 福祉車両の展示

● 障害者スポーツの体験

● 点字の体験　など

日  時

場  所
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